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北辰会 2018 年半期活動報書 

1. 北辰会総会・懇親会・賛助金運動について 

① 総会参加人数は申込数で 200 人、キャンセル 11 名の 189 名の参加者。 

2014 年総会では 208 名の申込、キャンセルは 6 名で 202 名の参加者です。今年の

総会は 2014 年に比べて参加数 94％です。 

② 賛助金運動では 452 名の賛助者、241 万円の賛助金、総振込み金額は 383 万円です。

キャンセル返金は 3万 6千円発生しました。 

2014 年の総会では 506 名、236 万円、387 万円、でした。 

③ 今年の賛助者数は 452 名の支援者数です。2014 年では 506 名です。89％でした。 

1.2、1 の纏め 

①実質的に 2014 年当時の勢力は表面的には保持出来ました。しかし、4年間の構成年齢

の上昇は賛助者数の減少に適格に表れています。執行部がどうあがいても食い止めら

れませんでした。 

②この 4年間、同期会が開催出来る期は全てで、2018 年北辰会総会・懇親会を成功させ

るため幹事様を中心に取り組まれ同期会を地道に活動されました。 

③執行部は特に、北辰会報はもとより、「北辰 HP」～北辰会の広場～ の充実、動き難い

期の支援、常任幹事、幹事、事務局の補充に間髪入れず着手しました。14 期までの皆

様に事務局による「声の便り」を電話で取り組みました。会報 24 号の返却分の追跡

も行いました。 

④これらは将来の北辰会活動の執行部の不安を取り除き団結に寄与しました。活動のし

難い期や会員皆様に信頼関係が強まったと思っています。 

活動困難な 3 期から 16 期までの賛助者数は 100 名です。これは賛助者数全体の 22％

です。これは北辰会活動への先輩方からのエールだと思います。 

2. 北辰会文集「北宸Ⅴ」～ほたるに雪に～ の発行について 

① この文集発行に際しては、北辰会ＤＶＤ「北野高校定時制」72 年～燦然と輝く希望

の星～ を発行した 2013 年当時から次はこの内容で北辰会文集を発行しようと考え

ていました。そこで 2014 年総会において北辰会文集「北宸Ⅴ」～ほたるに雪に～ の

文集購入希望者を募り後に引けない状態にしました。このタイミングでしか将来の

文集発行の可能性は無いと思っていました。 

② 2018 年 5 月 20 日の北辰会総会・懇親会発行に合わせて、全体のシナリオ、原稿収

集は北辰会データが集約している事務局長に、後の校正作業は事務局次長と役割分

担しました。 

文集は上・下巻とし、上巻 321ｐ92 編、下巻 227ｐ69 編で、予算は越えましたが北

辰会の人と歴史を纏められたと思います。 

③ 題は校歌 3 番にすんなり決まり、表紙カバーデザインは事務局次長の原案を事務局



 

2 役で検討して決定しました。 

④ 校正作業はなるべく多くの方に目を通して頂こうと考え、13 期から 62 期までの 18

名の幹事さんにお願いしました。多くは一度掲載された文章なので、校正は“てに

おは”を見直すことを主眼に進めて頂きました。校正作業を進める中で、「原稿を読

むことによって、母校のヒストリー、北辰会の歴史、過去、現代、そして未来へと、

感覚を新たに享受することが出来ました」との感想も頂いています。多くの方に取

り組んで頂いて良かったと思います。 

3. 感謝状贈呈について 

① 酒井初代会長をはじめ、お亡くなりになった先達を含めて、8 名の諸先輩に感謝状

を贈呈致しました。一つの区切りでした。8 名諸先輩やご家族様から感謝の気持ち

が伝えられています。 

② 感謝状贈呈者の変更について齟齬がありました。 

当初、絵画、書の贈呈者、14 期増野さん、29 期竹本さんが決まり、会報 24 号の決

定原稿に入っていました。途中、酒井初代会長への私の記憶違い、6 期得本さんが

お亡くなりになり、他の贈呈者とのバランスと時期を考え、急遽会長と相談してお

二人を加えました。その時、今回は北辰会活動に寄与された方に統一しようと考え、

先述のお二人様には次回に回って頂くよう決めました。この決定をしました。この

変更決定の説明、ご了解、お詫びを全く忘れていました。どの様な事情にしろ全く

礼儀に欠けた対応であったと深く反省し、お二人には遅くなりましたがお詫びいた

しました。お二人には不信、ご不満があったでしょうが私の齟齬を大きな気持ちで

包んで頂けました。 

4. 記念講演について 

26 期直嶋正行前参議院議員にお願い致しました。4 期 24 年の議員生活を終えられ

ました。近年、直嶋議員には活動報告などで議員生活、教育分野などで北辰会報へ寄

稿をお願いしていました。 

体調不良でも講演だけは聞きたいとの意見が届いていました。年配者の多い中、講

演内容にもご苦労があったと思います。 

5. 北辰会ＨＰ～北辰会の広場～について 

① 2018 年 3 月幹事会での報告以降も順調に更新が出来ています。 

１月～３月の更新数：18 件、４月～６月の更新数：13 件 

・１月から３月は会員からの日常活動、孫自慢などが投稿され、HP を読んだ方がその

感想を寄せて頂くなど、HP を通じた会員間の交流が見られました。 

・３月から 5 月の間は総会への取り組み、総会に参加しての感想などが寄せられまし

た。 

・今後も HP を介した文書交流ができたらいいと考えます。 

② 2018 年１月以降の閲覧状況 

閲覧月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

閲覧者数 1979 2062 2882 2504 2344 2489 



 

③  北辰会報 24 号の発行、「北宸Ⅴ」の校正・編集を多くの幹事様協力のもとで進めら

れた事。および総会・懇親会が成功裏に終了したことや「北宸Ⅴ」の発行など、こ

の間の北辰会活動が活発化したことが閲覧数の増加に繋がったと考えます。従来の

2000 件閲覧ペースが 2500 件に増加しつつあるのではないかと思われます。そうあ

ってほしいと願っています。 

 

6. 会計中間報告 

①賛助金を頂いて 2年の活動資金を頂く予定でした。文集発行経費が上下巻になった関

係で今後の対応が少し厳しい状況になりました。 

②総会・懇親会経費は 151 万円、文集発行経費 173 万円は実質賛助金 376 万円から支出

して残余支援金は 53 万円でした。文集が上下２巻になったことで発行経費が予算よ

り 73 万超えました。これが大きく響き北辰会計を圧迫しています。現在の北辰会会

計残高は 226 万円です。 

③総会・懇親会関連、文集関連を除く通常の支出の大きなものは北辰会報発行費 62 万

円、幹事会開催費 10 万円、事務局長 PC 更新関連 10 万円、事務所維持費 6.5 万円、

コピー機トナーカートリッジ 2.6 万円などです。 

今後の賛助金をお願いする時期は 2020 年 4 月です。何とか切り抜けそうです。しか

し、今後の支出はきめ細やかに対応致します。 

 

7. 人事報告（報告事案です） 

① 62 期幹事に中西遊さん（男性）が就かれました。 

② 事務局員に 62 期幹事の千賀茂世さん（女性）の兼務を受けて頂きました。 

お二人のご活躍をお祈りいたします。 

 

以上 

 


